T 7 H =AY SRS OWTOHIRE R

201346 H
7> hD. C.

JICAFET T EB
E: I 1 T



sAUD) SR

IARABIA _ 1”°

 Arabian
. Sea

- e—— e ——




T T Fi
AFGHANISTAN

W~ QE
Lo TAJIKISTAN \-E
)

?fl'['lﬁf-‘if"lsl

1_.

"I‘J.I. E 21'TAN4dTA

- . zf.l,,., HILMAND B
< HAR

NIM mz,,é‘) KANDA
Chehar i, Sy

B It

Mwp: W TR 5 R, T LUMITED: RATIONS
Jorm: T




W1 04EFRI DA A

o —ANY7-VGDP $123= $591

o PIHIER~DT 72 9% = 57%

o DT —)L-B A N— )L B ENREE]: 19hrs =  5hrs
o ZRERES: 243MW = 948MW

(i

Source: The Government of Afghanistan (2012) & World Bank (2012)
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Year 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
Iy RAB 451.7 1611.55 2456.14 2883.13 3426.77 3320.97 4461.47 6006.19 5957.01 7660.3
T AIN— AR 0 932.29 1260.74 1781.09 2668.62 2733.41 3598.91 4568 5471.34 6443.56

Source: OECD DAC Database
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_ 2005 2006 2007 2008 2009 2010

E‘&Eﬁ% 2416 1,350 2188 2,675 3942 5262
988 1,905 7,028 2750 5470 8,594
ﬁa‘ﬂﬁ'ﬁ% 720 717 1,069 1,024 1257 1,886
&8 4124 3972 10285 6449 10,669 15742
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m

Iml

Source: World Bank (2012)
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2001 25.06 : 0.41 0.40 25.47
2002 317.73 : 20.29 20.17 338.02
2008 236.69 : 27.08 26.45 263.77
2004 85.76 : 21.82 20.66 107.58
2005 112.22 : 32.52 31.50 144.74
2006 122.65 : 29.17 27.20 151.82
o 200 171.66 103.01 24.55 24.30 196.21
2008 358.30 286.00 26.89 26.89 385.19
2009 523.07 437.62 27.54 27.32 550.61
200 756.96 493.41 48.65 48.16 805.61
o 2011 723.54 506.31 : 58.98

- 3,405.54 1,723.34 : 334.98
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Presenter
Presentation Notes
JICAはボンプロセスからアフガニスタンコンパクト・ANDSへの移行期間において、様々な取り組みを行ってきました。
ボンプロセス当初は、カブール、カンダハル、マザリシャリフにおいて、「緊急開発調査」というスキームを用い、道路や教育、保健医療等の分野の緊急復興のための計画をアフガニスタン政府に提出するともに、実際に道路や学校、病院等の復旧を行いました。また同時並行的にアフガニスタン側の行政能力の向上に向けて、多くの専門家派遣、研修員の受入を行ってきました。
平和の定着に向けた支援として、憲法の制定や選挙支援、除隊兵士の社会復帰支援を行い、ボンプロセスの成功に向けた支援を行ってきました。除隊兵士への社会復帰支援については後ほどお話させていただきます。
そして、ボンプロセスの過渡期にあった2004年度には農業開発や保健、教育等の分野で技術協力プロジェクトを立ち上げ、緊急支援から復興支援に向けた取り組みを本格的に開始しました。この時期、JICAは技術協力プロジェクトを複数立ち上げてきましたが、アフガニスタンにおいては、未だにインフラや人材の不足により緊急支援期を脱していませんでした。よって、技術協力プロジェクトにおいても、緊急支援期を意識し、専門家や研修による人材育成を実施する傍ら、保健医療施設の修復とリカレントコストのサポート、コミュニティのインフラの整備支援等も実施してきました。この緊急支援期を意識した協力が、アフガニスタンの平和の構築に向けた特徴的な取り組みであると考えます。
現在、より効果的な援助を目指し、各分野にて実施してきたプロジェクトを組み合わせたプログラム化をはかり、より戦略性のある事業展開を促進しています。
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